
６．履修科目の受講について



授業の視聴期間は以下の通りです。慌てて視聴することがないよう、
計画的に取り組みましょう。

■春学期 2022年 4月12日（火）正午〜8月19日（金）24時
■秋学期 2022年10月11日（火）正午〜2023年2月9日（木）24時

また、ネットの大学managaraは、出席、遅刻、欠席はありません。
すべての授業動画を視聴、そして各科目によって課される小テスト等
の課題、単位認定試験をクリアすることによって単位認定となります。

5-1 授業の視聴期間と出席、遅刻・欠席について



Learning Wareにて、小テスト、レポート、トークボード等の課題や
アンケートを行い、授業の習熟度を図ります。
・小テストとは

単一選択、複数選択、記述式で授業の習熟度を図ります。
・レポートとは

指定されたテーマ、字数に応じて学術的文章を考察することにより、
授業の習熟度を図ります。

・トークボードとは
指定されたテーマに応じたディスカッション等を、学生同士で行い
ます。

5-2 小テスト、レポート、トークボード等の
課題及びアンケートについて



・一授業科目のすべての受講を終了した後に、当該科目の単位認定試
験を受験できます。

・単位認定試験期間中のうち、自身が受験可能な日時に単位認定試験
を受験してください。

・単位認定試験は必ず学生本人が一人で受験しなければなりません。
試験中は、顔認証システムにより、受験者が当人であるかの確認を
厳重に行います。

5-3 単位認定試験について



・単位認定試験は、授業評価の重要な要素ですが、成績評価は、単位
認定試験結果だけでなく、小テスト、レポート、トークボード等の
結果を含め、総合的に判断し付与されます。なお、各科目毎の成績
評価方法については、 授業科目のシラバスを確認してください。

・単位認定試験期間中は、すべての授業動画の視聴、課題等が完了し
た科目は、各授業回の授業動画、配布資料、小テスト等の閲覧が不
可となります。



【不正行為等について】
・単位認定試験受験中に他人がカメラに写り込んだ場合は、本学が特

別な事情と認めない限り、不正とみなします。
・単位認定試験の内容を個人使用以外の目的でコピーすることは不正

とみなします。
・試験問題や情報を他人に知らせることは不正とみなします。
・試験の秩序を乱す行為等は不正とみなします。

上記の不正行為を行った場合は、当該科目のみならず、当該学期に
履修登録したすべての科目の単位を原則として取り消されます。



【単位認定試験受験時の注意点】
・単位認定試験のやり直しはできません。受験を完了していない

（「提出ボタン」を押していない等）場合や、受験を中断した場合、
試験は無効となります。

・受験する際には、必要な環境を十分に確認した上で、安定した通信
環境で受験してください。

特に、以下のようなケースとならないよう十分に注意してください。
・通信状況が不安定で、インターネット接続が途切れた
・パソコン・タブレット・スマートフォンの電源が切れた
・試験の途中で、誤ってブラウザを閉じてしまった
・試験の途中で、スマートフォンに電話がかかってきた
・他のアプリが起動し画面が切り替わった



卒業レポートは、演習科目である「専門演習Ⅰ」（3年次配当、必
修）と「専門演習Ⅱ」（4年次配当、必修）において、経済学分野及
び経営学分野に関する現代社会が抱える諸問題に対して、経済学的・
経営学的な視点の分析を行うとともに、自らが立てた課題にそれらを
適用し解決する能力を身に付けるための集大成のレポートです。詳し
くは、３年次に進級した際、所属した分野の担当の先生から指導があ
ります。

5-4 卒業レポートについて



成績評価は、単位認定試験結果のほか、毎回の授業時に行う小テス
トの結果やレポートの内容、トークボード等の内容を総合的に判断し
評価します。

・成績評価の評語及び評価点は以下のとおりです。

5-5 成績評価について

S ９０点〜１００点
A ８０点〜８９点
B ７０点〜７９点
C ６０点〜６９点
D ４０点〜５９点
E ３９点以下

Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃを合格（単位修得）とし、Ｄ・Ｅを不合格とします。



＜成績の評価要素＞

※また、授業科目ごとに評価基準は異なるので、シラバスを確認し
てください。

① 小テスト
② レポート
③ トークボード
④ その他、課題として課されたもの
⑤ 単位認定試験



5-6 ＧＰＡ（Grade Point Average）について

■ＧＰＡ制度とは
ＧＰＡ（Grade Point Average）制度とは、履修登録した科目毎の評

価（本学ではS、A、B、C、D、E、H）を4.0から0.0までの点数
（GP：Grade Point）に置き換えて単位数を掛け、その総和を履修登
録単位数の合計で割った平均点で、アメリカの大学で広く採用されて
いる世界に通用する成績評価システムです。



ＧＰＡによって自分の学習効果を自分自身で把握することができる
メリットがあり、本学では科目の履修にあたって、ただ卒業するのに
必要な単位を取得するのではなく、学生が主体的にかつ充実した学習
効果をあげることを目的としてこの制度を導入しています。また、Ｇ
ＰＡは卒業までの様々な選考の参考資料となりますので、各自のＧＰ
Ａを常に意識し、学習計画を立ててください。



判定 評価 点数 GP

合格

Ｓ 100点〜90点 4.0
Ａ 89点〜80点 3.0
Ｂ 79点〜70点 2.0
Ｃ 69点〜60点 1.0

不合格
Ｄ 59点〜40点 0.0
Ｅ 39点以下 0.0
Ｈ 評価対象外 0.0

＜成績評価基準およびＧＰ＞



判定 評価 点数 GP 備 考

ＧＰ
対象外

Ｔ 単位認定科目 ―
他大学との単位互換や、
資格取得による単位認定
科目等

Ｗ 履修中止 ― 所定の手続を経て、履修
を中止したことを表す

＜成績評価基準およびＧＰ＞



Sの修得単位数×4.0+ Aの修得単位数×3.0
+ Bの修得単位数×2.0+ Cの修得単位数×1.0

総履修登録単位数
（「D」「E」「H」の単位数を含む）

＜ＧＰAの算出方法＞



①基本は全履修科目を算出対象とします。ただし、資格取得等単位認
定科目（評価Ｔ）、入学前既修得認定科目（評価Ｔ）は、ＧＰＡ算
出の対象としません。

②ＧＰＡは小数点第３位を四捨五入し、小数点第２位までの数値で、
成績通知書、成績証明書に記載します。

・成績通知書：学期毎のＧＰＡ、通算のＧＰＡ
・成績証明書：通算のＧＰＡ

＜ＧＰAの算出方法＞



③ＧＰＡの計算例（１）

科目名 単位数
（a） 評点 評価 GP

（b） a×b

○○学概論 2 95 S 4.0 8
○○史 2 85 A 3.0 6

□□学演習 2 50 D 0.0 0
□□概論 2 70 B 2.0 4
△△実習 1 90 S 4.0 4

計 9 22



③ＧＰＡの計算例（２）
前ページの成績の場合

（単位修得した授業科目の単位数×当該授業科目のGP）の総和＝22

履修登録した授業科目の単位数の合計＝9

GPA ＝ 22 ÷ 9 ＝ 2.4444･･･

よって、GPAは2.44となります。



■成績発表
成績発表は、学期末にActive Portal（予定）で各自が閲覧できるよ
う発表をします。必ず確認してください。

＜2022年度の成績発表日＞
春学期 2022年9月26日（月）
秋学期 2023年3月20日（月）



5-7 疑義照会
成績評価に疑問がある場合は、該当科目の疑義照会願を下記の日

程内で申請することができます。

＜2022年度の疑義照会願の申請期間＞
春学期 2022年9月26日（月）〜27日（火）24時
秋学期 2023年3月20日（月）〜21日（火）24時
※上記の期間以外の疑義は一切認めません。

＜申請方法＞
成績発表（開示）のお知らせ時に併せて連絡します。



オンデマンドメディア授業においては、やむを得ない事由による
授業視聴期間以外の授業視聴や、単位認定試験受験期間以外の単位認
定試験の受験は認められません。学習が十分に可能な授業視聴期間、
単位認定試験受験期間を設定していますので、期間内に受講できる
よう計画を立てて学習を進めてください。

5-8 やむを得ない事由が発生した場合



単位修得できなかった授業科目を再度受講することを「再履修」
と言います。再履修する方法は、次学期以降の履修登録時（当該科
目の開講学期）に登録することで再履修が可能となります。特に注
意しなければならないこととして、『必修科目』を落とした場合は、
必ず再履修し単位修得しなければ卒業できません。必ず再履修登録
し単位を修得してください。また、必修科目のほかにも、卒業に必
要なルールがあります。「４．教育課程」に記載している、＜卒業
要件科目及び単位一覧＞を確認し、履修登録を行ってください。

5-9 再履修


